
第４回鉄道技術展へ出展！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会期 2015 年 11 ⽉ 11 ⽇（⽔）〜11 ⽉ 13 ⽇（⾦） 
会場 幕張メッセ 
来場者数 28,507 名 
 
3 ⽇間にわたって開催された第 4 回鉄道技術展は、併催「橋梁・トンネル技術展」をあわせ
て、28,507 名の来場者がありました。出展社は前年の 1.5 倍で、来場者数も 1.5 倍になっ
たとのことです。 
 
鉄道に関する様々な技術が展⽰される中、「銀河鉄道 999 現実化プロジェクト」もブース出
展し、最終⽇（11 ⽉ 13 ⽇）には銀河鉄道 999 実⾏委員である新産業⽂化創出研究所の廣
常啓⼀よりプロジェクト概要の説明、当プロジェクト名誉会⻑の松本零⼠⽒からは「銀河
鉄道 999」作品への思いや本プロジェクトへの期待などをお話しいただきました。司会進
⾏は、鉄道にもアニメにも詳しい久野知美アナ。 
 
 
 
 
 
 
 



ブース内には、プロジェクト概要説明のほか、旭硝⼦株式会社の「グラシーン」、ソニー企
画株式会社の聖地めぐりアプリ「舞台めぐり」が展⽰されました。 
 
鉄道事業会社や⾞両メーカー、技術メーカーや⾏政の⽅、鉄道ファンなど、様々な業界の
⽅がブースに⽴ち寄られました。 
 

先端鉄道技術活⽤の銀河鉄道 999 の現実化（講演）  
新産業⽂化創出研究所 所⻑ 廣常啓⼀ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
銀河鉄道 999 現実化プロジェクトの今までの経緯、今後の進め⽅について話しました。「空
想学会『銀河鉄道 999 学』」は、銀河鉄道 999 に登場する科学や技術、世界観を学問とし
て議論する場、「空想商品開発研究所『銀河鉄道 999 現実化プロジェクト』」は、銀河鉄道
999 に登場する科学や技術、世界観を製品化、商品化、現実世界での展開を⽬指すもので
す。 
 
「空想学会」も「空想商品開発研究所」も、異分野の連携で科学技術の発展、産業創出を
⽬指す、＜オープンイノベーション＞のプラットフォーム。鉄道やアニメファンに加え、
様々な研究者、技術者、著作者やクリエーターなどの交流、連携の場となります。 
 
資⾦調達は、クラウドファンディングの活⽤や、公式サプライヤー、公式スポンサーとし
て協賛を募ります。 
 
プロジェクトを通じ、社会や地域課題へ結びつけたり、地域振興となるインバウンド増加



へとつながることが魅⼒の⼀つです。新デザイン⾞輛を⽪切りに、第 2、第 3 の企画、商品
をオープンに募集し、プロジェクトを継続していきます。 
 
次回の会合は、2015 年 11 ⽉ 26 ⽇。 ←リンク先へ 

 
鉄道と科学技術に魅せられて〜未来へ続く銀河鉄道 999 
漫画家 松本零⼠⽒／久野知美アナウンサー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
銀河鉄道 999 は、松本先⽣が 10 代のときに故郷から夜汽⾞にのって上京した⾃分⾃⾝を
鉄郎になぞらえ描いた作品。久野知美アナウンサーからは、999 の動⼒源についての質問。 
９９９の燃料は⽯炭ではないので、ストーリの中では宇宙で燃料を探すということもミッ
ションにしてあったようです。ストーリを描く段階で、宇宙の環境なども⾊々思い浮かべ
ながら描かれたとのことでした。本プロジェクトで現実化していくには、太陽光エネルギ
ーやバッテリーの可能性も⼤いにありうる、ということでした。 
 
松本先⽣は、もともと機械⼯学を学びたいという気持ちがあり、その夢は弟さんへと引き
継がれましたが、999 のストーリにリアリティがあるのは、そのような先⽣のご興味によ
るところも⼤きかったようです。 
 
先⽣からは、参加者に向けて「是⾮みなさんの⼒で、999 を現実化してほしい」と語られ
ました。参加された技術者からは、「銀河鉄道 999 がこれほどまでに科学技術を意識して描
かれたものだと知って感動した！！」というご意⾒をいただきました。 

http://www.town-college.com/udx/search/001513.php


松本先⽣がブースに・・・ 
午前中の講演を終えられ、松本先⽣がブースに⽴ち寄られました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すると、⾒る⾒るうちに・・・ 

 
 
 

旭硝⼦株式会社 Glascene（グラシーン） 
 
 
 
 
 
 
 
 



グラシーンは、プロジェクタと組み合わせて画像を表⽰できる、透明ガラススクリーン。
フロント照射型・リア照射型の選択が可能ですが、今回の展⽰ではリア（後⽅）から照射
しました。 
 
電⾞の窓ガラスに設置した場合、宇宙空間や他の宇宙船とすれ違うシーンなど、様々な演
出が可能になります。 

 
投影時に透明性を維持し、また従来品と⽐べ
て鮮明で透視像のゆがみが少ないことが特徴
です。 
 
 
 
（松本先⽣がブースに⽴ち寄られました。） 

 
 

ソニー企画株式会社の聖地めぐりアプリ「舞台めぐり」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⻄武鉄道とのコラボ企画『四⽉は君の嘘』のアプリを紹介。ストーリで舞台となった練⾺
区内の名場⾯スポットへ訪れ、アプリで写真を撮ると、アニメシーンと同じ構図で登場キ
ャラクターと⼀緒に AR 撮影が可能になります。 



 
 
当⽇は、まあじさんが登場⼈物のコスプレで商品
紹介を⾏いました。久野知美アナとの貴重なツー
ショットも！！ 
  
「舞台めぐり」を使って練⾺めぐりをしてみたい
という⽅も多数おられ、アニメと地域振興は相性
が良いようです。 
 
 
 
 

 
 

交通・鉄道システムから⼟⽊インフラ、電⼒や輸送、 
インテリア、旅客サービスなどの出展社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



他のブース拝⾒！！ 

   
改札⼝やチケット売り場で、⽴体画像がご案内！！ 
オムロンソーシアルソリューションズ（株） 
 

  
シュミレーターやホームドア        鉄道⾞両の台⾞ 
株式会社⾳楽館              川崎重⼯業株式会社 
 

   
新交通システム「ニューシャトル」    列⾞⾒張員シミュレータ 
三菱重⼯業株式会社           東急テクノシステム株式会社 
 



たくさんの⽅にご来場いただきました！！ 

   
 
 

   

 

   


